
9 ．1 1．1 陸域生態系に係 る環境影響評価の結果の概要 （地域を特徴づける生態系の注 目種 ［小型コウモ リ類］・ その 1 ）

9 －29

嗣
査
結
果

○小型 コウモ リ類

・事業 実施区域及び その周 辺の洞
ならびにこの他の時期の昼間 の

・事業 実施区域周辺 のA ～ E 洞 窟
とが示唆 された。 また、 ヤエ

・噛育 場所や冬期 の集団 での休

・事業実施 区域及び その周 辺にお
・採餌 活動時間帯 における凍 境月
ラコウモ リが採餌場所 として手

p看 で小型 コウモ リ類の生息 が観察 され た。利 用時期は洞窟や種 によって 異な り、通年 にわた る利 用 も
休 息場所 としての利用が観察 された。
の利 用 状況 お よび集 団遺 伝 学的分析 の結 果か ら、石垣島の カグラコウモ リの個体群 k とってA 洞 窟

ヤマ コキクガシラコウモ リの個体群 に とって、A 洞窟は島の南東部 の個体 群 では中心的な出産 ・哺育場
眠場所 として の利用は確落 されず、 また個体数 の変動 が大 きか った。

lい て小型 コウモ リ類 の採餌 活動が観察された場所は、ヤエヤマ コキ クガ シラコウモリ、 カグラコ ウモ リ
りの利 用状況をみて も、 ヤエ ヤマコキクガシラ コウモ リとカグ ラコウモ リは樹林地 を多 く利用 してい る。
り用 してい ることが確認 され 、特 に両種 の採餌場所 として、樹林 の重 要性 が高い ことが示唆 され た。

観察 され たが、「時的 もしくは稀な利

や D 洞窟 は、冬期の休眠場所 として島
所 であるこ とが示唆 され た。 リュ ウキ

で は樹林 の林 内や 林縁、 リュ ウキュ
事業実施 区域内の樹林 は、A 、 C 及

用 も観察 され た。利用 形態

の南東部に存在するコ ロニ

ユウエ ビナ ガ コウモ リは

ウエビナガ コウモ リでは樹
び D 洞窟に生息するヤエヤ

は出産 ・哺育や冬期 の休 眠場所

ーの中では非常 に重 要であるこ
A 洞 窟を利 用 してい るが、出産

林の上空や林縁が多か った。

マ コキ クガ シラコウモ リやカグ
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石垣 島全体が小型 コウモ リ
類 の生 息地であ り、小型 コウ

モ リ類 の個体数 を将来 とも衰
退 させ る ことな く、維持す る
ためには事業実施 区域周辺 の
みに とどま らず、石垣 島全体
で考慮 してい く視点が重 要で
ある ことか ら、長期的な視野
で以下に示す環境保全配慮 を
行 う。なお、凍境保全配慮 の
検討 ・実施に当た って は、専
門家 の 指 導 ・助 言 を得 な が
ら、適切 に諦 ずる もの とす る。

・人工洞 の設置
石垣 島の小型 コウモ リ類 は、
戦時中に造 られ た人工洞 も利
用 してい る。そ こで、事業 実
施区域周辺 の洞窟群 に生 息す
る コウモ リ類の緊急避難場所
とな る洞窟 の選択肢 を増 やす
ため、事業実施 区域周辺 の小
型 コウモ リ類 3 種 が棲 み分け
られ るよ うな人 工洞 を設 置す
る。′J、型 コウモ リ類 は、人工
洞の設置直後 か ら利用す る と
は限 らないため、可能 な限 り
早期 に設置す るこ ととす る。

・ボ ックスカル バー トの利 用の
た めの工夫

・真栄里 ダムの トンネル を よ り
有効 に活用す るための工夫

◎造成等の施工 による一時 的な影響
○ね ぐらの消失

・消失す るね ぐらを利用す る小型 コウモ リ類 の個体へ の影響
B 、 C 及び E 洞窟 を現在利用 している小型コウモ リ類 は、他 事例 において洞窟間にお ける移 動が

確認 されてい ること、これ までの調査 の結果 、標識調査 で、事 業実施 区域周辺の 5 洞窟間で は移 動
事例 が多 く確認 され、 5 洞 窟 とその他 の石垣 島の洞窟 との間でも移 動が確認 されてい るこ と、集 団
遺伝学 的分析の うち辻伝子 交流集 団の分析結果で は、分析 に用いた全 ての．コロニーは約98％の確 率
で 1 つの個体群 としてみ なす こ とができるこ とか ら、A 、D 洞 窟を含むそ の他 の洞窟へ移動 できる
ものと考 え られ、 B 、C 及 びE 洞窟 を利用 する個 体が消失す るおそれは ない と予測 され る。

・ね ぐらの選択肢の減少
B 、C 及び E 洞窟 の 3 か所のね ぐらの消失に よって、小型 コウモ リ類 に とってね ぐらの多様性が

低 下 し、選択肢 が減 る とい う変化 がある。

・石垣 島における生息環境 の変化 に伴 う生息状況の変化
土地 の改変 に伴い ヤエヤマコキクガシ ラコウモ リに とっては、 B 、 C 及 びE 洞窟が利用 できな く

な り、C 及 びE 洞窟 は確 認頻度が高い ことと、個体数割 合 とい う面か ら考 えて、石垣 島のヤエヤマ

コキクガシラコウモ リの個体群に とって・、■C 及び E 洞 窟が利 用で きなくなるこ とによ り、生息状況
に変化 がある と予測 され る。

土地 の改 変に伴い カグ ラコウモ リに とっては、 B 、 C 及び E 洞窟が利用 できなくなる。 しか し、
石垣 島のカグラコウモ リの個体群に とって、 B 、 C 及びE 洞 窟は平均個体 数や確認頻度及 び石垣 島
内の個体群 の中での個 体数割合 とい う面か ら見て比較的重要性は低い と考 え られる。この ため、B ，

C 及 びE 洞 窟が利用 できな くなる ことに よる石垣島のカグ ラコウモ リ個 体群の生息状況 の変化は小
さ．い と予測 され る。

土地の改変に伴 い リュ ウキュ ウユ ビナガ コウモ リに とっては、 C 洞窟 が利用できな くな る。 しか
し、石垣 島の リュ ウキュ ウユ ビナガ コウモ リ個体群に とって、 C 洞窟 は平均個体数や 確認頻度及 び
石垣 島内の個体群 の中での個体数割合 とい う面か ら見て比較的重要性 は低い と考え られ る。 このた
め、 C 洞窟が利用できな くなることに よる石垣 島の リュウキ ュウエビナガ コウモ リ個 体群の生息 状
況の変化は小 さい と予測 され る。

・移 動に よる′ト型コ ウモ リ類 の生息状況の変化
カ グラコウモ リ及 び リュウキュウエ ビナ ガコウモ リについ ては、B 、 C 及び E 洞窟 を利用す る個

体数は少ない ことか ら、 これ らの洞窟 がなくなるこ とによってB 、 C 、及び E 洞窟以外のね ぐらの
個体数が激変する ことは なく、受 け入れ可能 である と考 えられ る。

ヤエヤマ コキクガシ ラコウモ リにつ いては、B 、 C 及び E 洞窟 で通年、 あるいは冬期 の休 眠時期
に観察 された個体数は、移動先 として考 え られ る洞窟 におい て観 察 されてい る個体数の変動 幅の範
園内で あることか ら、移動先 のね ぐら及 び餌場 の環境収容力 の範 囲内で あると考え られ 、移動 先の
ね ぐらの個体数が増加 しても長期的 な影響 は少 ない と考 え られ る。

○ね ぐら周辺 におけ る生息環境 の変化 に伴 う生 息状況 の変化
ね ぐらとして利用 できる洞窟 は、A 及 びD 洞窟 である。周 辺の土地利用及び植生の変化 に伴 う洞

窟内の環境変化の一つ として、一般 的に地 下水 主の減少 に伴 う洞 内の乾煉化 が懸念 され るが、A 及
び D 洞窟 は事業実施 区域外 の上流側 に位 置 している こと、A 及び D 洞窟 の洞 口周辺 の樹林 は伐採 し
ない ことか ら、A 及び D 洞 窟内の地 下水 は変化 しない と考え られ、洞内 の乾燥化 は生 じない もの と
予測 され る。 また、 A 及 びD 洞窟 の洞 口付近は改変 されないこ とか ら、洞 窟への小型 コ ウモ リ類 の
出入 りにつ いては支障 は起 きないもの と予測 される。

○樹林 の消失 による生 息状 況の変化
土地 の改変 によ り、事 業実施 区域の樹 林が約30ha消失 し、採餌活動 を行 う湯が消失す る こととな

る。 また、樹林 の消失 に よって、D 洞窟か ら北東の餌場 （海岸林）へ移 動す るルー トであ る北東ル

ー ト及び A 洞窟か ら南の餌場 （海岸林）へ移動す るルー トであ る南ル ー・トが分断 される。 さらに、
そ の途 中にある小型 コウモ リ類の採餌場所が減少 し、小型 コウモ リ類 の うち特に樹 林環境 を移動 経
路 として利 用す るヤエヤマ コキ クガシ ラコウモ リ及びカ グラコウモ リについて、A 洞窟や D 洞 窟を
ね ぐらとす る個体 の生息環境が変化す ると予測 され る。

なお、小型コウモ リ類 にとっての主要な餌場 であるカタフタ山方面の樹林や、その餌場へ移 動す
るル ー トは改変 されない。

◎環境影響 の回避 ・低 減の検 討

小型 コウモ リ類 は、餌場 及び移
動経路 を創 出す るこ とによ り、事
業実施 区域周辺 に及 ぼす環境影響

の程度 は低減 され る もの と判断 さ
れ るこ とから、環境 影響は、事業
者 によ り実行可能 な範囲内でで き
る限 り回避 され 、又は低減 され て
お り、乗境 の保 全について の配慮
が適正 にな され て い る と評 価 し
た。

◎国又 は地方公 共団体 による環境保
全 の基 準又は 目標 との整合性 に係
る評価

沖縄県 が平成 15年4月 に策定 し
た沖縄 県環境 基本計画 による と、
「人 と自然が共生す る潤 いのあ る

地域 づ くり」に向 けた陸域 生態 系

の保 全に係る施策 と して r① 陸域
生態 系の適正な保全 と創造（塾多様
な生物の生息 ・生育環境 の保全③
森 林 ・み ど りの整備 の推進 ④豊か
な 自然 （陸域 生態系 ）と調和 した社
会づ く り⑤ 自然 との触 れ合いの場

の保全 と創造」 を推 進する こと と
して い る。 また 、 「事 業別環 境配
慮指 針」 として 、 「飛 行場 の設置
又 は変更 の事業」 にお いて、 「貴
重な動植物 の生 息 ・生育環境 、優
れた景勝地 、人 が 自然 とふれ あ う
重要 な場等 の貴重 な 自然や文化財
等に影響 を及 ぼす 立地は避 けるよ
うに努 める」、 「自然性の高い地 域
にあっては、工事計画、飛行計 画
の工夫等 によ り、騒音や光等 によ
る野 生生物への影響の低減 に努 め
る」、 「その他、当該事業 の実施 に
当た り、周辺環境へ の影響 につい
て把 握 し、環境へ の影響 を最 小限
に とどめる よう十分配慮す る」 と
記載 されてお り、 これ を凍境 保全
の基 準又は 目標 とす る。
餌 場及び移動経路 の創 出等の環

境保 全措 置 を講 ず るこ と等 に よ
り、重要 な種 に及 ぼす影響は、最

′ト限 にとどめるよ う十分配慮 され
てい る と考 え られる ことか ら、環
境保全 の基準又 は 目標 との整合 は
図 られ ているもの と評価 した。

○事業 によって減少す る
採餌場所 の創出
事業 によって事業実

施 区域北東部 の樹林 、
事業 実施 区域南西部 の
ゴル フ場 内の樹林 とい

った採餌場所 が減少す
るこ とによる影響 を低
滅するため、採餌場所
とな り得る緑地 を創 出
する。

○事業に よって分断 され
るね ぐらか ら採餌場に
至る移動経路の創 出
事業に よってね ぐら

から採餌場に至 る移動
経路が分断 され る影響
を低減 す るた め、 「事
業によって減少す る採
餌場所 の創 出」 にあわ
せ て、事業実施 区域 の
北東側 の樹林 に至 る移
動経路 を創 出す る。

個体群 の存続 について環境
保全措置 の効果 に係る知見が
不十分で あるこ とか ら、事後
調査 を行 う。

○調査項 目

・餌 昆虫等調 査
○調査地点 ・範 囲

・緑 地創 出範 囲及びその周辺 ’
○調 査時期 等

・調査 期間は緑地創出後 3 ～ 5
年間程度 （状態が安定 した時
点で終了）。

・調査時期 は春季 と秋季 の年 2
回。

○調査方法

・餌生物で ある昆 虫類等 を把握
す るた め、飛翔昆 虫を任意採
集、ライいラップ及びマレース寸朽ツデ
によ り夜間 に採取 レ、昆虫相
及 びそ の 量 につ い て記 録 す
る。

○調査項 目

・生息状況及 び利 用状況
○調査地点 ・範 囲

・A 、D 洞 窟
○調査時期 等

・工事の実施及び飛行場 の施設
の供用後 3 ～ 5 年程度。

・出産 ・哺育期であ る 5 月、 6
月。冬季の休眠時期 である 1
月または 3 月。

○調査方法

・目視法、 あるいはビデオ撮 影
法 によ り、出産 ・哺育や冬期

の休眠 などの生息状 況及び利
用状況 を観察す る。

○調査項 目

・洞 内環境 （温度、湿度）
○調査 地点 ・範囲

・A 、D 洞窟
○調査時期等

・工事の実施及び飛行場 の施設
の供用後 3 ～ 5 年程度 。

・調査時期 は通年。
○調査方法

・A 洞窟及び D 洞窟 において環
境測定器 を設置 し、温度 を測
定す る。湿 度について は、入
洞 時に計測す る。


